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2026年 3 月 26 日 

国立大学法人東京藝術大学 
株式会社 ADワークスグループ 

東京藝術大学「ADワークスグループ『日本画』賞」第４回 受賞者決定 
～東京藝術大学美術学部にて授賞式を開催～ 

国立大学法人東京藝術大学（東京都台東区､学長：日比野 克彦､以下「東京藝術大学」）の美術学部（学
部長：橋本和幸）と AD ワークスグループ（東京都千代田区､代表取締役社長 CEO：田中秀夫､以下「ADWG」）
の共催で 2022年 12月に創設した東京藝術大学「AD ワークスグループ『日本画』賞」（以下
｢本賞」）は、東京藝術大学美術学部選考委員会による審査及び同運営委員会での最終承認を経
て第４回受賞者が決定し､このほど授賞式が執り行われました。 

本賞の第４回受賞者は、向井大祐（むかい・だいすけ）氏、岩谷晃太（いわたに・こうた）氏の 2
名で、審査の結果、同率で両者ともに大賞を授与することといたしました。 

受賞者のコメント 

大賞受賞：向井大祐（むかい・だいすけ）氏 

このような大変光栄な賞をいただき、誠にあ
りがとうございます。卒業後３年ほど経ったこ
のタイミングでの受賞をとてもうれしく思い
ます。これまで自らの制作活動はもちろん、日
本画の魅力を広めることに注力してまいりま
した。今後も、日本画に限らず絵画の可能性を
模索しながら、勉強を重ね、制作に取り組んで
まいりたいと思います。 

 
 
岩谷晃太（いわたに・こうた）氏 

この度は、名誉ある賞をいただき、誠にあり
がとうございます。日本画は伝統と革新という
相容れない二つの要素を内包しながら、ここま
でたくさんの先人の技術や表現によって発展
してきたものだと考えています。私も１人の日
本画家として、今後の発展に貢献したいと思っ
ております。 
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橋本和幸 美術学部長 挨拶要旨 

芸術家にとって、何かの賞をいただくことは、これまでの自身の取組みが間違っていなかった
ことを認識し、その上で次のステップに進むことができる、ありがたい機会だと考えています。
受賞されたお二方にはよりいっそう創作に励んでいただき、日本画の伝統的な面とお二方の新し
い技術を組み合わせながら、今後も素敵な作品を世に出してもらいたいと思います。 

 

田中秀夫 ADワークスグループ社長 挨拶要旨 

おかげさまを持ちまして、４回目の授賞式を迎えることができました。ここまで無事に運営で
きたことに安堵しています。 
大賞のお二方は、日本画に対する深い研究を重ね、ご自身の創作へと昇華され、すばらしい独

創性を放っていると感じました。これから日本画の発展を担っていかれるだろうお二方と出会え
たことを大変うれしく思っております。お二方が今回の受賞を一つの通過点として、さらに大き
く羽ばたいていただき、これからの日本画の歴史に新しい１ページ刻むことを心から願っていま
す。 

 
 

  

左から、 
AD ワークスグループ代表取締役社長 CEO 田中秀夫／大賞受賞者 向井大祐氏／ 
大賞受賞者 岩谷晃太氏／東京藝術大学美術学部長 橋本和幸 
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【向井大祐（むかい・だいすけ）氏】 

■プロフィール 

生年月日 1988年 7月 14 日 
学歴 2012 年 3月 東京藝術大学美術学部

絵画科日本画専攻 卒業 
2014 年 3月 同大学大学院美術研究

科修士課程 文化財保存
学専攻 保存修復日本画
研究分野 修了 

2017 年 3月 同大学大学院美術研究
科博士後期課程 文化財
保存学専攻 保存修復日
本画研究領域 修了 

大学での専攻 日本画・保存修復日本画 
卒業･修了後の
活動 

大学院修了後、東京藝術大学保存修復日本画研究室にて教育研究助手（17～
19 年度）、非常勤講師（20～22 年度）を勤める。現在、女子美術大学、大正
大学の非常勤講師を勤める。個展やグループ展での創作発表の他、古典絵画の
研究を通してメディアなどでも活動。 

創作の基本方針 植物や鳥を主な題材として、写生を中心とした現代的な感覚と古典の花鳥画
にみられる形式化された様式美を混在した表現を追求している。 

受賞歴 2017 年 
2022 年 

野村美術賞（修了制作） 
郷さくら美術館第 9回桜花賞 奨励賞 

個展 2023 年 
2024 年 
 
2025 年 
 

向井大祐展 Vol.3（耀画廊／千代田区） 
スプラウト展 Vol.17 向井大祐個展 -いろ・とり・どり-（長江洞画
廊／岐阜市） 
アーティスト・イン・ミュージアム AiM Vol.18 向井大祐（岐阜県
美術館／岐阜市） 
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■これまでの主な作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『小山の桜』 
2023年 
紙本墨画 
130×240cm（四曲屏風一隻） 

『空のすき間』 
2023年 
絹本彩色 
91×116.7cm 

『花蘇芳』 
2024年 
絹本彩色 
45.5×38cm 
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【岩谷晃太（いわたに・こうた）氏】 

■プロフィール 

生年月日 1989年 12月 22日 
学歴 2016 年 3月 東京藝術大学美術学部

絵画科日本画専攻卒業 
2018 年 3月 同大学大学院美術研究

科修士課程  絵画専攻 
日本画研究分野修了 
 

2021 年 3月 同大学大学院博士後期
課程  美術専攻  日本画
研究領域修了 
 

大学での専攻 日本画 
卒業･修了後の
活動 

博士号取得後、東京藝術大学日本画研究室にて、21年〜教育研究助手、25年
〜非常勤講師（テクニカルインストラクター）として勤める。日本美術院での
発表を中心に、全国百貨店や画廊での展覧会を開催している。 

創作の基本方針 日本画は伝統的な画材を扱いながらも、常に変化を受け入れる柔軟性をもっ
てきました。継承と革新という相容れない２つの要素を内包している現代の
日本画を研究し、発展させることを目指して制作しています。 

受賞歴 2016 年 
2019 年 
2022 年 
2023 年 
2025 年 
2026 年 

第２回石本正日本画大賞展 奨励賞 
第３４回有芽の会 法務大臣賞 
再興第１０７回院展 奨励賞 
第７８回春の院展 奨励賞、第１４回春の足立美術館賞 
再興第１１０回院展 奨励賞   
第８１回春の院展 奨励賞 

個展 2021 年 
2022 年 
 
2023 年 
2024 年 
 
2025 年 

岩谷晃太日本画展（松坂屋上野店、松坂屋名古屋店） 
岩谷晃太日本画展（天満屋岡山本店、天満屋福山店、 
米子しんまち天満屋） 
岩谷晃太日本画展（三越広島店、京王百貨店） 
岩谷晃太日本画展（日本橋高島屋、大阪高島屋、横浜高島屋、 
京都高島屋） 
KOTA IWATANI〈NIHONGA RISE〉（Art ID SHIBUYA on Fire ST.） 
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■これまでの主な作品 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

『釜の音』 
2023年 
紙本彩色 
100×100cm 

『街の交錯』 
2025年 
紙本彩色 

194.0×130.3cm 

『風光』 
2025年 
紙本彩色 
60.6×41.0cm 
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ご参考：東京藝術大学「ADワークスグループ『日本画』賞」とは… 

【3つの特徴】 

① 39 歳までを対象とし、2 年間継続支援 
東京藝術大学美術学部を卒業又は同大学大学院美術研究科を修了した 39 歳以下の、日本画創作活
動を継続的に行っている方の中から、しかるべき審査手続きを経て大賞 1 名、特別賞 1 名を選出
します（対象は｢作品｣ではなく｢人」）。大賞は賞金 50 万円/翌年に活動支援金 25 万円、特別賞は
賞金 30 万円/翌年に活動支援金 15 万円を授与、２年間にわたって創作活動を継続支援します。 

※ 前述の通り、今般については同率で両者ともに大賞とし、それぞれの受賞者に
賞金 40 万円/翌年に活動支援金 20 万円を授与することといたしました。 

② 「日本画」の定義を柔軟に設定 
日本画の定義や境界線は比較的曖昧であると言われております。そこで、日本画の優れた作家を
輩出している同大学美術学部 美術研究科の日本画研究室・デザイン研究室・保存修復日本画研究
室から推薦された方が創作する作品を、本賞では「 」付きで「日本画」と呼ぶものと定義いたし
ました。 

③ ｢AD ワークスグループ『日本画』展」への出品 
また各受賞者には「ＡＤワークスグループ『日本画』展」に出品する権利を付与します。活動のた
めの資金的支援のみならず、発表の場を合わせて提供するという趣旨です。 

【なぜ日本画なのか】 

ADWG は、前身が渋沢栄一も設立に関わった染物事業者（明治 19 年、青木染工場）であり、そ
の技術を積極的に海外展開するなど、日本文化の一端を担った経緯があります。そうした流れに鑑
み、日本文化の伝統継承に寄与するべく、まずは日本画というジャンルを選択したものです。 

 
 

以上 
 
 
 
 
 
 

本件に関するお問い合わせ：  
株式会社 ADワークスグループ 

ブランド＆マーケティング戦略部 広報担当 
E-mail：pr@re-adworks.com 


